
鶴
岡
市
議
会

月
定
例

12

会
は
５
日
開
会
さ
れ
、
22

日
ま
で
開
か
れ
ま
す
。

請
願
２
件
と
も
共
産
党

紹
介請

願
は
２
件
で
す
。

・
「
イ
ス
ラ
エ
ル
の
「
ガ

ザ
」
パ
レ
ス
チ
ナ
軍
事
侵

攻
の
即
時
停
止
と
、
パ
レ

ス
チ
ナ
の
自
由
と
平
和
を

求
め
る
意
見
書
の
提
出
を

求
め
る
請
願
」
（
金
内
光

也
）
は
、
紹
介
議
員
が
、

南
波
純
議
員
（S

DG
s

鶴
ヶ

岡
）と
長
谷
川
剛
議
員
（
共

産
党
）
で
す
。

請
願
項
目
は
、

１

日
本
政
府
・
外
務

省
は
、
非
道
な
無
差
別
爆

撃
と
戦
争
を
た
だ
ち
に
停

止
さ
せ
る
べ
く
、
イ
ス
ラ

エ
ル
政
府
、米
国
政
府
に
、

強
く
は
た
ら
き
か
け
る
こ

と
。２

日
本
政
府
は
、
イ

ス
ラ
エ
ル
政
府
が
お
こ
な

っ
て
い
る
、
パ
レ
ス
チ
ナ

自
治
区
に
対
し
て
お
こ
な

っ
て
い
る
入
植
と
人
権
侵

害
を
即
時
に
停
止
し
、
１

９
６
７
年
の
国
連
の
国
境

設
定
に
従
い
、
パ
レ
ス
チ

ナ
自
治
区
か
ら
の
入
植
引

き
上
げ
と
、
パ
レ
ス
チ
ナ

国
家
の
設
立
に
よ
る
、
パ

レ
ス
チ
ナ
の
自
由
と
平
和

を
求
め
る
よ
う
な
外
交
的

努
力
を
す
る
こ
と
。

日
（
水
）
の
総
務
常

12
任
委
員
会
で
審
査
さ
れ
ま

す
。

・
「
医
療
機
関
・
介
護
施

設
へ
の
支
援
の
拡
充
と
、

患
者
・
利
用
者
の
負
担
を

軽
減
し
診
療
報
酬
・
介
護

報
酬
を
大
幅
に
引
き
上
げ

る
た
め
の
意
見
書
の
提
出

に
関
す
る
請
願
」
（
山
形

県
医
療
労
働
組
合
連
合
会

執
行
委
員
長
・
渡
辺
勇

仁
）
は
、
紹
介
議
員
が
、

菅
井
巌
議
員
（
共
産
党
）

と
草
島
進
一
議
員
（
市
民

の
声
・
鶴
岡
）
で
す
。

請
願
項
目
は
、

１

医
療
機
関
や
介
護

現
場
で
働
く
す
べ
て
の
ケ

ア
労
働
者
の
賃
上
げ
と
人

員
配
置
増
に
つ
な
げ
る
よ

う
診
療
報
酬
と
介
護
報
酬

を
抜
本
的
に
引
き
上
げ
る

こ
と
。

２

す
べ
て
の
医
療
機

関
・
介
護
施
設
に
行
き
渡

る
物
価
高
騰
支
援
策
を
拡

充
す
る
こ
と
。

３

社
会
保
障
に
関
わ

る
国
民
負
担
は
、
必
要
最

小
限
と
す
る
こ
と
。

日
（
金
）
の
厚
生
常

14
任
委
員
会
で
審
査
さ
れ
ま

す
。

意
見
書
案
２
件
、
陳
情

１
件議

員
発
議
の
意
見
書
案

は
２
件
で
す
。

・
「
学
校
に
お
け
る
教
員

不
足
と
長
時
間
労
働
解
消

の
た
め
に
教
職
員
定
数
改

善
と
国
の
教
育
予
算
の
拡

充

を

求

め

る

意

見

書

（
案
）
」
は
、
南
波
純
議

員
（SD

Gs

鶴
ヶ
岡
）
と
長

谷
川
剛
議
員
（
共
産
党
）
、

草
島
進
一
議
員
（
市
民
の

声
・
鶴
岡
）の
提
出
で
す
。

・
「
医
療
・
介
護
・
障
害

福
祉
分
野
に
お
け
る
処
遇

改
善
等
を
求
め
る
意
見
書

（
案
）
」
は
、
秋
葉
雄
議

員
（
公
明
党
）
と
五
十
風

一
彦
議
員
（
創
政
ク
ラ
ブ
）

の
提
出
で
す
。

日
（
月
）
に
、
会
派

18
間
で
調
整
さ
れ
ま
す
。

陳
情
は
１
件
で
す
。

・
「
辺
野
古
新
基
地
建
設

の
断
念
と
日
米
地
位
協
定

の
改
定
、
及
び
安
全
保
障

に
よ
る
米
軍
基
地
が
必
要

で
あ
る
な
ら
ば
平
等
に
負

担
す
る
よ
う
求
め
る
意
見

書
の
提
出
に
関
す
る
陳

情
」
（
沖
縄
に
応
答
刷
る

回
＠
山
形
代
表
・
漆
山
ひ

と
み
）
は
、
総
務
常
任
委

員
会
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

陳
情
は
、
議
会
運
営
申

し
合
わ
せ
事
項
で
、
「
議

題
と
し
て
質
疑
、
及
び
意

見
交
換
を
行
い
、
委
員
長

報
告
は
し
な
い
」
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

֐
੒
෷
ν
ϕ
ν

��▽

月
４
日
（
月
）、
県
議
会

月
定
例

12

12

会
開
会
、
総
額
９
億
４
９
０
０
万
円
の

補
正
予
算
等
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

異
常
気
象
等
に
係
わ
る
農
業
関
係
の

事
業
が
種
々
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
○
白

未
熟
粒
等
を
除
去
し
て
等
級
低
下
抑
止

を
図
る
米
色
彩
選
別
器
導
入
へ
の
支

援
。
○
高
温
耐
性
の
高
い
雪
若
丸
の
作

付
け
拡
大
に
向
け
た
種
子
の
緊
急
増
産

支
援
、
○
米
高
温
耐
性
品
種
の
開
発
・

導
入
促
進
、
○
防
霜
・
高
温
・
安
全
対

策
の
新
型
サ
ク
ラ
ン
ボ
雨
よ
け
ハ
ウ

ス
、
○
高
温
少
雨
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
作

成
、
○
大
豆
生
産
拡
大
に
向
け
た
機
械

導
入
支
援
等
。
い
ず
れ
も
現
場
の
要
望

に
応
え
る
事
業
と
思
わ
れ
ま
す
。
色
彩

選
別
器
は
私
も
提
案
し
て
き
ま
し
た
。

▽
来
年
度
予
算
編
成
に
向
け
た
各
部
局

の
要
求
も
示
さ
れ
ま
し
た
。
新
規
及
び

拡
充
事
業
で
注
目
し
た
の
は
、
○
「
校

内
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
」
（
不
登
校
児

童
を
支
援
）

を
設
置
し
た

小
学
校
へ
の

学
習
指
導
員

の
配
置
、
○
次
期
県
立
高
校
再
編
整
備

基
本
計
画
策
定
（
加
茂
水
産
・
庄
内
農

業
・
中
央
の
統
合
も
）
、
○
樹
園
地
継

承
の
た
め
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
整
備
及
び

第
三
者
経
営
継
承
サ
ポ
ー
タ
ー
配
置
支

援
、
○
伝
統
工
芸
品
等
の
従
事
者
確
保

の
た
め
の
新
規
従
事
者
等
に
対
す
る
奨

励
金
支
給
、
○
野
生
鳥
獣
の
市
街
地
等

出
没
対
策
、
（
以
上
は
こ
れ
ま
で
関
も

質
問
・
提
言
）
。
○
庄
内
地
域
に
地
域

新
電
力
会
社
設
立
、
○
子
ど
も
・
若
者

が
意
見
を
表
明
で
き
る
機
会
の
確
保
、

○
県
子
ど
も
計
画
（
仮
称
）
策
定
、
○

ひ
と
り
親
家
庭
の
生
活
実
態
調
査
、
○

男
女
共
同
参
画
県
民
意
識
及
び
企
業
実

態
調
査
。
詳
細
は
今
後
聴
取
し
て
い
き

ま
す
。

（
県
議

関

徹
） クマ箱わな設置
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市
内
の
介
護
施
設
事
業

者
が
、
鶴
岡
市
と
の
「
第

９
期
介
護
保
険
事
業
計
画

に
向
け
た
懇
談
会
」
を
要

望
し
、

月

日
に
行
わ

11

29

れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
山
形
虹
の

会
・
か
け
は
し
（
井
田
）、

庄
内
ま
ち
づ
く
り
協
同
組

合
虹
（
本
間
）
、
医
療
生

協
や
ま
が
た
（
友
野
）
、

県
高
齢
者
福
祉
生
活
協
同

組
合
（
吉
田
）
で
、
当
局

は
長
寿
介
護
課
と
地
域
ケ

ア
推
進
室
か
ら
７
人
が
出

席
し
ま
し
た
。

事
前
の
質
問
事
項
に
沿

っ
て
当
局
か
ら
回
答
が
あ

り
、
そ
の
後
懇
談
と
な
り

ま
し
た
。

（
２
面
に
つ
づ
く
）



都市計画課入札結果
11月30日入札分

・不良住宅解体工事(新形町)
不調

小中学校種別の不登校児童生徒数の推移 （単位：人）

年度 30年度 R1年度 R2年度 R3年度 増減R4年度

小 

学 
校

鶴岡市
不登校児童数 16 26 30 38 1351
1,000人あたり 2.6 4.4 5.2 6.8 2.49.2

山形県
不登校児童数 249 278 344 428 257685

1,000人あたり 4.7 5.3 6.7 8.6 5.414.0

全国
不登校児童数 44,841 53,350 63,350 81,498 23,614105,112

1,000人あたり 7.0 8.3 10.0 13.0 4.017.0

中 

学 
校

鶴岡市
不登校児童数 76 97 98 119 21140
1,000人あたり 23.6 30.2 30.8 38.0 8.546.5

山形県
不登校生徒数 861 875 882 1,126 2621,388

1,000人あたり 30.1 31.2 31.9 41.1 10.851.9

全国
不登校生徒数 119,687 127,922 132,777 163,442 30,494193,936

1,000人あたり 36.5 39.4 40.9 50.0 9.859.8

資料：山形県教育局『令和４年度「児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課
題に関する調査」結果について』（令和５年10月５日）に、鶴岡市教育委員会学校教

育課からの聴き取りを加えた。

す
。ま

た
、
コ
ロ
ナ
禍
で
感

染
へ
の
懸
念
や
、
本
人
、

家
族
の
体
調
不
良
等
に
よ

る
出
席
停
止
等
を
き
っ
か

け
に
し
た
欠
席
や
、
学
校

や
保
護
者
が
積
極
的
に
登

校
を
促
せ
な
か
っ
た
こ
と

に
よ
る
欠
席
が
増
え
た
こ

と
も
要
因
と
考
え
ら
れ
ま

す
。」
と
述
べ
て
い
ま
す
。

中
学
校
で
不
登
校
が
大

き
く
増
加
す
る
の
は
、
原

因
は
主
に
中
学
校
で
の
学

校
生
活
で
、
「
不
安
な
ど

の
情
緒
的
混
乱
」
や
「
無

気
力
」
な
ど
が
上
位
を
占

め
て
い
ま
す
。

鶴
岡
市
の
小
・
中
学
校

で
不
登
校
の
児
童
・
生
徒

数
は
、
小
学
校
で

人
増

13

の

人
、
中
学
校
で

人

51

21

増
の
１
４
０
人
、
合
計
で

人
増
の
１
９
１
人
と
な

34り
ま
し
た
。

県
内
で
も
、
昨
年
度
２

０
７
３
人
と
な
り
、
過
去

最
多
を
更
新
し
ま
し
た
。

県
教
育
委
員
会
は
、
学

校
へ
の
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
の
配
置
や
、
市
町

村
教
委
へ
の
ス
ク
ー
ル
ソ

ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
配

置
を
進
め
る
な
ど
、
教
育

相
談
体
制
に
係
る
支
援
を

進
め
る
と
し
て
い
ま
す
。

県
教
育
委
員
会
の
コ
メ

ン
ト
で
は
、

「
本
県
の
小
中
学
校
の

不
登
校
児
童
生
徒
数
は
、

令
和
３
年
度
よ
り
増
加

し
、
全
国
と
同
様
の
傾
向

と
な
っ
て
い
ま
す
。

不
登
校
の
要
因
と
し
て

は
「
無
気
力
、
不
安
」
が

最
も
多
く
な
っ
て
い
ま

高
校
受
験

な
ど
の
進
路

選
び
で
、
学

習
面
で
の
遅

れ
・
困
難
さ

が
、
不
登
校

に
結
び
つ
き

や
す
く
な
る

と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

（
１
面
の
つ
づ
き
）

質
問
事
項
と
回
答
は
、

（
１
）
第
８
期
の
新
規
事

業
計
画
に
対
す
る
総
括

は
。

ー
今
ま
で
も
特
段
総
括
は

行
っ
て
こ
な
か
っ
た
が
、

国
の
「
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

評
価
に
基
づ
い
た
結
果
、

県
内
で
山
形
市
に
次
ぐ
２

位
と
な
っ
た
。

介
護
保
険
料
に
つ
い
て

は
、
県
内

市
の
中
で
最

13

も
高
く
（
６
５
８
０
円
）

な
っ
て
い
る
。

（
２
）
第
８
期
中
、
事
業

中
止
ま
た
は
休
止
し
た
サ

ー
ビ
ス
事
業
所
の
数
は
。

（
３
）
そ
の
原
因
を
把
握

し
て
い
る
の
か
。

ー
休
止
は

事
業
所
で
、

22

経
営
困
難
や
事
業
統
合
、

人
員
確
保
困
難
な
ど
。

廃
止
は

事
業
所
で
、

11

人
員
確
保
困
難
や
経
営
法

人
の
変
更
、
施
設
の
老
朽

化
、
ケ
ア
マ
ネ
の
退
職
と

な
っ
て
お
り
、
人
員
確
保

は
大
き
な
課
題
と
考
え
て

い
る
。

（
４
）
年
々
増
加
す
る
介

護
給
付
費
準
備
基
金
の
上

限
、
及
び
今
後
の
使
用
に

つ
い
て
の
見
解
は
。

ー
上
限
は
設
定
し
て
お
ら

ず
、
基
金
の
取
り
崩
し
規

定
等
は
策
定
し
て
い
な
い

が
、
県
内
で
最
も
高
い
保

険
料
に
つ
い
て
、
基
金
活

用
も
検
討
す
る
。

（
５
）
生
活
支
援
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
の
活
動
の
総

括
は
。

ー
各
地
域
の
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
に
１
人
配
置
し
総

勢

人
。

11地
域
の
支
え
合
い
や
、

フ
レ
イ
ル
予
防
等
の
活
動

を
し
て
い
る
が
、
新
た
な

サ
ー
ビ
ス
の
掘
り
起
こ
し

等
は
遅
れ
て
い
る
。

（
６
）
介
護
人
材
不
足
に

よ
り
、
新
た
な
サ
ー
ビ
ス

事
業
所
は
不
足
し
な
い
の

か
。

ー
廃
止
・
休
業
し
て
い
る

事
業
所
の
利
用
者
・
家
族

の
声
を
聞
け
て
い
な
い
。

今
後
、
事
業
者
と
の
連

携
を
図
り
、
継
続
的
に
懇

談
を
進
め
て
い
き
た
い
。

懇
談
で
は
、

「
第
８
期
に
計
画
さ
れ

た
看
護
小
規
模
多
機
能
と

介
護
医
療
院
等
の
必
要
性

が
あ
る
が
、
市
と
し
て
方

針
が
持
て
て
い
な
い
の
で

は
な
い
か
。」

「
介
護
・
福
祉
・
医
療

等
の
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ

ー
カ
ー
は
、
人
材
不
足
だ

か
ら
と
言
っ
て
、
サ
ー
ビ

ス
を
閉
じ
る
こ
と
が
出
来

な
い
。
市
も
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
ほ
し
い
。」

「
成
年
後
見
人
制
度
の

結
論
が
出
ず
に
、
利
用
料

の
未
収
金
が
発
生
し
て
い

る
。
対
応
を
急
い
で
ほ
し

い
。
」
等
の
意
見
交
換
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

菅
井
、
長
谷
川
、
坂
本

議
員
も
同
席
し
ま
し
た
。


